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論文内容の要旨

本論文は手書き文字の認識方式に関する研究をまとめたもので， 5 章から構成されている。

第 1 章は緒論であり，本研究の目的と歴史的背景及び意義について概説すると共に，従来の研究との

関連について述べている。

第 2 章では，動的方向性整合法なる識別方式を提案している。提案方式は，特徴量として文字線の方

向性を抽出したうえで，動的計画法を用いた整合を行う重ね合わせ的方式である。本方式の特徴は，類

似度法に方向性を付加する乙とで，より文字構造を反映した整合が可能であること，及び動的計画法を

用いたことで文字形状の手書き変形の吸収が可能なことである。電子技術総合研究所(電総研)編集の

手書き文字データベースを用いて手書き教育漢字の認識実験を行っているo

第 3 章では，手書き漢字からの部分パターン抽出方式を提案している。漢字は，部分ノぐターンから階

層的に構成されているために類似文字が多く，又，構造が複雑であるという，認識にとっての困難さを

持つが，部分パターン抽出はこれらを解消し得るものであり，漢字認識システムの一機能として組み込

めば極めて有用な役割を果たすものと考えられる。本抽出方式は，従来の，線図形を用いた構造解折的

な方式と異なり，文字パターンの図形的特徴に着目した，一種の図形セグメンテーション方式で、ある。

部分パターンとしては，いわゆる部首に準じたパターンを定義し， (偏・芳)， (冠・脚) ，緯，構，

垂の 7 種を対象としている。本方式の有効性を検証するために前述のデータベースを用いた部分パター

ン抽出実験を行い，抽出能力の評価を行っている。

第 4 章では，第 3 章で提案した部分パターン抽出方式を評価するための部分パターン同定方式と，部

分パターン同定に基づいた詳細識別方式を提案している。部分ノマタ ン同定では，部首構造判定実験と，
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偏・芳同定実験を行っている。詳細識別では，第 2 章で行った識別実験結果を参照することによる部分

パターン推定を行い，さらに部分パターン抽出，部分ノマターン同定を経て詳細識別を試みている。

第 5 章は結論であり，本研究で得られた諸結果について検討を加えると共に今後の課題について述べ

ている。

論文の審査結果の要旨

文字認識に関する研究は，計算機への入力の自動化という実用的な要請にとどまらず，近年では，画

像工学，知識工学の一分野，また，マンマシンインタフェースの基盤技術として重要性が極めて高まっ

ている口

本論文は，手書き漢字の認識を対象として，重ね合わせ的なアプローチによる識別万式，部分パター

ンの抽出方式及び部分パターン識別を用いた詳細識別方式の識別効率について論じたものであって，そ

の成果を要約すると以下のようになる。

(1) これまで，識別方式として基本的であるにもかかわらず，手書き文字には不向きとされてきた重ね

合わせ的方式の手書き漢字認識への適用を検討し，新たに動的方向性整合法なる識別方式を提案する

とともに，乙れを用いて手書き変動を吸収し，重ね合わせ法によって高い識別率が得られることを実

験により示している。

(2) 重ね合わせ法は，類似文字聞の微細な差異に対する感度が低いため，詳細な識別を行うためにはそ

の感度を高める必要があるとの考えより，その一方法として，部分パターン抽出方式を提案し， (偏・

弄) ・(冠・脚) ，垂，緯，構の安定な抽出が可能なことを実験的に示している。

(3) 部分パターン同定に基づいた詳細識別方式を提案し，動的方向性整合法による識別で正読とならな

かった文字に対しても高い識別率が得られることを示す乙とによりその有効性を確認している。

以上のように，本論文は，手書き文字の認、識方式についての有用な幾つかの新しい提案を行いかっそ

の有効性を確認しており，情報工学の発展に寄与すると乙ろが大きい。よって博士論文として価値ある

ものと認める。
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